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　　　　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）最新版

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版

　　　　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版

　　　　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）最新版

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）最新版

仕　　様　　書

４　一般事項

  　ア　本仕様書において特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、下記による。

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　　　　　　　

　　　    　を実施すること。

    イ　各所寸法及び納まりは本仕様書を標準とするも、施工にあたり現地にて詳細な採寸等

　　　

  　ウ　仕様書の記載並びに監督官の指示がなくとも、技術的に当然なすべき事は実施するこ

    エ　仕様書内容に疑義を生じた場合は監督官と協議し、「工事打合せ簿」として書面を提

    　出する。この際、軽微な変更による請負金額及び工期の変更は行わない。

　　　請負者は、契約締結後速やかに「着工届」「現場代理人等指名通知書」「下請負者設定

　　等通知書」及び「工程表（計画）」各２部を提出し、監督官の承認を受けたのちに着工す

　　　請負者は、原則として工事期間中所定の様式による「工事日報」を、翌日（金・土・日

　　は月曜日、祝祭日は翌日）正午までに監督官に提出すること。

　　ア　公共建築工事標準仕様書　第１編一般共通事項　第２節　工事関係図書1.2.4工事記録

　　　及び「営繕工事写真撮影要領（令和5年度版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）

　　　制定）を参考とするものとする。

　　　とともに、「防衛施設建設工事に係る電子納品手引書」（防衛省整備計画局施設計画課

　　イ　施工前・中・後及び施工後隠蔽となる箇所、使用材料、その他監督官の指示する箇所

　　　について撮影し、写真帳として整理し提出する。

　　るものとする。なお、工事完了後に、工程表（計画）へ朱書き修正した「工程表（実施）」

　　を２部提出する。

  　　と。

　　　仮設用及び特に示されたもの以外はすべて新品とし、特記事項で示された材料につい

　　ては、原則として「材料検査簿」を提出し、監督官の検査を受け合格した物を使用する。

　　　　メーカー仕様書

　　　１７時以降に工事が及ぶ場合には、当日１２時までに「残業申請書」を提出し、監督官

　　の承認を受けるものとする。また、工事は週休２日とし、閉庁日は休工を基本とするもの

　　の、やむを得ず閉庁日に工事が及ぶ場合は、前日１２時までに「残業申請書」を提出し、

　　監督官の承認を受けるものとする。

　　　工事の実施にあたり、官側の水道・電気を使用しようとする場合は、「水道・電気使用

　　申請書」を監督官に提出して許可を受けた後に使用することとし、仮設メーターの設置等

　　　

　　については請負者側の負担とする。なお、官側の水道・電気を使用する場合は有料とし、

　　会計隊の指示に従いその代価を支払うこと。

　　　火気を使用する場合、「火気使用申請書」を監督官に提出し承認を受けた後に使用する。

　　　

　　　工事実施において、施設等に汚損損害を与えた場合は、速やかに監督官に報告し、請負

　　者の負担において原状に回復すること。

　　　災害予防については万全の対策を講じ、突発事故が生じた場合には、速やかに監督官に

　　報告するものとする。なお、災害・事故に伴う損害等は、全て請負者の負担とし部隊側と

　　しての補償は、一切行わない。

　　　許可無く、施工場所及び指定された場所以外への立入りを禁ずるものとする。

　　　工事現場は常に整理整頓を心掛け、必要に応じて搬出入経路及び作業範囲の清掃・後片

　　付けを実施する。

　　ウ　工事箇所以外の撮影は禁止する。

　　　工事竣工の際は、所定の様式による「竣工届」２部を提出し、検査官の検査を受け、不

　　合格の場合には、速やかに不備な箇所の手直しを行い再検査を受けるものとする。また、

　　竣工時に検査が困難な箇所については、当該工程完了の都度検査官の立会を受けること。

(8) 発生材

(7) 管理事項

(9) 残業（時間外工事）

(10) 工事用電力及び水道の使用

(11) 火気使用

(12) 災害予防

(13) 原状回復

(14) 現場管理

(6) 竣工検査

 (1) 仕様書

(2) 着工届及び工程表

(3) 材料検査

(4) 工事日報

(5) 工事写真

陸上自衛隊大和駐屯地業務隊

縮　尺

番号
図面

名　称
図　面

仕　様　書（１／２）

名　称

　　）の写しを提出するか、電子マニフェストを提出するものとする。なお、有価物（鉄くず

　　等の売払い可能なもの）は、運搬・処分できる大きさに切断の後、「発生材調書」を添え

　　て監督官等の指示する場所に運び入れ、整理集積し引き渡すものとする。

　　　産業廃棄物は、関係法令に従い場外処分とし、産業廃棄物管理票（Ａ、Ｂ２、Ｄ、Ｅ票

２　場所　：　宮城県加美郡色麻町王城寺無番地　陸上自衛隊王城寺原演習

３　概要　：　ブロックマット張付け　幅１．２ｍ、長さ２３０ｍ＋７０ｍ

２／６

１　件名　：　王城寺餅柳外柵ブロックマット張り役務

王城寺餅柳外柵ブロックマット張り役務



（200本入り/箱）

（200本入り/箱）

7

本

箱

箱

・Ｕ型　φ6×Ｌ250㎜

・加工品（抜け止め機構付き）

　φ8×Ｌ250㎜

・Ｌ型　φ9×Ｌ200㎜アンカーピン

５　特記事項

仕　様　書（２／２）

陸上自衛隊大和駐屯地業務隊

縮　尺

番号
図面

名　称
図　面

名　称

 (1)　使用する材料は、表に示すものとし、細部は製造所指定による。

数量 単位規　格　等 備　考品　名

接着剤 ・アタッチ：シリコン系（333ml） 本

テープ

（シート繋ぎ用） 　表面素材ポリエステル不織布

・巻物：10㎝×25ｍ

・スリット品：□10㎝

　表面素材ポリエステル不織布

※ＧＵシート用

巻

箱 （250枚入り/箱）

※規格等については、仕様について、代表的なものを記載しているため、記載のもの又は

同等品以上のものとする。

※上記商品の取付作業に必要な付属品は、製造所の指定によるものとする。

 (2)　留意事項

　　・現地立入については、管理事務所と綿密に調整するものとする。

　　・作業に伴い、現場で除草作業等の必要が発生した場合は、監督官の了解を得た上で

　　請負者が実施するものとし、これに伴う契約額の増減は行わないものとする。

３／６王城寺餅柳外柵ブロックマット張り役務

雑草抑制シート 巻

　1×25ｍ×ｔ1.4㎜

・ＧＵシート：KKｰ200015ｰVR 13

枚

　ＭＡＸＳＴＯＮＥ製

　600×600×30㎜（標準色）

・グラストップ小舗石タイプブロックマット

18

3

7

1

3,030

1,010

（3）　作業要領指導

　・現場作業の実施に伴い、一連の流れ、注意事項、作業条件が異なる場合の応用、材料の

　管理要領、メンテナンス要領、交換要領及び地盤条件について、自衛隊員に教材等を用いて

　現地指導を実施するものとする。この際の指導内容については、事前に官側と協議するもの

　とする。



餅柳口

縮 尺

図面番号

図 示名　称

図　面
案内図・配置図

名　称
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陸上自衛隊大和駐屯地業務隊管理科

新町口

作業場所：餅柳口

廠舎地区（入門等受付場所）

餅柳口

４／６

作業場所：餅柳口付近（西側２３０ｍ、東側７０ｍ）

王城寺餅柳外柵ブロックマット張り役務

S=1/20000案　内　図

王城寺原演習場配置図 S=1/25000

S=1/3000餅柳口詳細図

230,000

70,000

陸上自衛隊 王城寺原演習場



ブロックマット張り　詳細図　S=1：20

作業場所は、土及び雑草の状態

重ねて張るものとする。

ただし、20㎝分は、砕石敷きの上に

　コンクリート基礎ブロック：□280㎜

　胴縁：φ20㎜

　支柱：φ40.2㎜、H1.8ｍ（忍び返しあり）

・既存外柵（既存のまま）

200 1,000

280 200

砕石敷き 土（雑草等）

・アンカーピン（加工）：φ8×L250㎜　３本/枚あたり

　増数する。

※アンカーピンの本数は、基準数量とし現場に併せ

縮 尺

図面番号

名　称

図　面

名　称

陸上自衛隊大和駐屯地業務隊管理科
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・防草タイル割付寸法

・防草タイル設置範囲

ブロックマット張り　平面図　S=1：20

・作業範囲寸法

・防草タイル割付寸法

・防草タイル設置範囲

図　示

５／６王城寺餅柳外柵ブロックマット張り役務

凡　例

：加工アンカーピン（防草タイル用）

：Ｕ型アンカーピン(防草シート用）

：Ｌ型アンカーピン(防草シート用）

〇ブロックマット張り

・防草タイル

1.2ｍ×（230ｍ＋70ｍ）＝360㎡

□300㎜　コンクリート基礎ブロック分を除く

（＠2.0ｍ　＝115個＋35個=150個　≒13.5㎡分）

※基礎ブロックの寸法に応じてタイルの加工を行うこと。

620 100

1,000

・防草シート張付け範囲

・防草シート設置範囲

　1.0ｍ×（230ｍ＋70ｍ）＝300㎡　25㎡/枚

（＠2.0ｍ　＝115個＋35個=150個　≒11.76㎡分）

※シート同士は、１０㎝以上重ねるものとする。

ものとする。

　この際、接着剤及びテープにより強固に密着させる

※□280㎜　コンクリート基礎ブロック分を除く

・防草シート

・アンカーピン（Ｌ型）：φ9×L200㎜　98本/枚あたり

・アンカーピン（Ｕ型）：φ6×L250㎜　1本/箇所あたり

防草シート切り口

防草シート切り口

平面図



縮 尺

図面番号

名　称

図　面

名　称

陸上自衛隊大和駐屯地業務隊管理科

520 280 1,720 280 800

500 300 1,700 300 800

600 600 600 600 600 600

230,000　＋　70,000

ブロックマット張り　A-A'断面図　S=1：20

ブロックマット張り　B-B'断面図　S=1：20

・作業範囲寸法

・防草タイル割付寸法

防草タイル

雑草抑制シート

砕石

割栗石

土

凡　例

▽GL

▽GL

3
0

2
0

5
0

６／６

図　示

王城寺餅柳外柵ブロックマット張り役務

防草タイル

雑草抑制シート

：加工アンカーピン（防草タイル用）

：Ｕ型アンカーピン(防草シート用）

：Ｌ型アンカーピン(防草シート用）

既存外柵（既存のまま）

既存外柵（既存のまま）

・防草タイル設置範囲

防草シート打設位置図　S＝1：20

1
,
0
0
0

500 500 500500

100

接着剤

テープ巻物

10050

テープスリット品

Ｌ型アンカーピン(防草シート用）Ｌ型アンカーピン(防草シート用）

テープスリット品

Ｌ型アンカーピン打設詳細図　S＝1：5

500

□100 □100

100

・防草シート張付け範囲

700

600 600 ・防草タイル割付寸法

・防草タイル設置範囲

・防草シート張付け範囲620 280 100

300 200

※防草シート1枚(1ｍ×25ｍ）あたり　Ｌ型アンカーピン98本

断面図


